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第４１回運営小委員会 議事録 
  
1. 開催日時：令和元年 11 月 14 日（木） 10:00～12:30 
2. 開催場所：北陸電力(株) 石川支店 金沢電気ビル 3 階 301 会議室 
3. 出席者  ：渡邉（東北大学）、室屋（大阪大学）、高木・山本（東芝 ESS）、杉

野（日本原電）、片桐代（東京電力 HD）、赤峰（関西電力）、石原代

（三菱重工）、長瀬（日立 GE）、河村（電中研）、大橋（オルガ

ノ）、塙（JAEA）、（オブザーバ 石丸（北陸電力）） 【敬称

略、順不同】 
4. 議事 
(1) 前回議事録の確認 

前回運営小委員会議事録について了承された。 
(2) 第 38 回 定例研究会について 

杉野委員より、資料に基づき第 38 回定例研究会の案について説明がなされ

た。 
   開催日は、令和 2 年 3 月 6 日（金）、場所は日本原電（株）本店とし、基調テ

ーマ及び講演内容は引き続き議論することとした。特別講演は、部会賞受賞者に

お願いすることを第一案、受賞者の都合が整わない場合は部会以外の専門家に話

題提供をお願いすることとした。なお、特別講演は、今後も部会以外の専門家に

お願いすることになるため、幅広に、かつ事前に複数名の候補者の確保が重要で

あること、個人レベルの繋がりを重視して候補者の選定や依頼を行うことが重要

であること等がコメントされた。 
(3) 2020 年 秋の大会 企画セッションについて 

山本委員（企画担当）より、2020 年秋の大会企画セッションへの対応につい

て説明がなされた。 
事前にメールで委員へ意見を募った結果、フィルターベント、長期停止プラ

ントの水化学、長期運転に向けた海外の動向などが候補として挙がった。テー

マとして取り上げるべきタイミングの考慮が必要なものもあり、引き続きメー

ル等により意見を募ることとした。 
(4) 2019 年度部会報の目次案について 

長瀬委員（広報・編集担当）より、資料に基づき 2019 年度部会報の目次案

の説明がなされた。 
特別寄稿については、2020 年 3 月に完成を予定する水化学ロードマップ

（RM）を広く案内することを兼ねて、RM 改訂作業の概要や所感等を河村委

員に執筆頂くこととした。 
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(5) 旧ホームページのコンテンツ移行作業の完了について  
長瀬委員（ホームページ管理 WG 担当）より、資料に基づき旧ホームページ

のコンテンツ移行作業の完了について報告がなされた。 
旧ホームページのコンテンツ移行作業は学生アルバイトにて実施し、費用支

払いに係る手続き書類を学会事務局に提出済であること等が報告された。ま

た、運営小委員会の議事録について抜け（データがない）があるため、抜けの

ある議事録に係る情報を長瀬委員が各委員に周知し、媒体形式問わず議事録を

持つ委員は提供することとした。 
(6) AWC2021 の日本開催に係る準備状況について  

渡邉部会長より、資料に基づき AWC2021 の日本開催に係る準備状況につい

て報告がなされた。 
日程は確定のうえ会場を確保し下見も済ませていること、10/19-22 の 4 日間

でアナウンスするが講演規模によっては 3 日間に短縮する可能性があること、

環境助長割れの講演が入りやすいよう技術トピックスに Material-Water 
Interaction を入れたこと、海外（韓国、中国、台湾）へのアナウンスを年明け

から始める旨が報告された。 
(7) サマーセミナーの準備状況について 

長瀬委員（サマーセミナーWG 担当）より、資料に基づきサマーセミナーの準

備状況について報告がなされた。 
講演案に関し、以下の議論がなされた。 

・RM を軸に講演を展開し、例えば RM 6 章の深堀りやシビアアクシデント時の

水化学などが考えられる。 
・シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動研究専門委員会に係るセッションが

あっても良い。 
・新検査制度に関する講演を取り入れるならば、講師を招待し勉強させて頂くこ

とも考えられる。 
(8) 水化学ロードマップのフォローアップ状況について 
   河村委員（水化学ロードマップ 2020 策定 WG 担当）より、資料に基づき水

化学ロードマップのフォローアップ状況及び 2019 年秋の大会企画セッションに

おける議論内容等が報告された。 
(9) 水化学ハンドブックの改訂について 
   杉野委員（原子炉水化学ハンドブック改訂 WG 担当）より、資料に基づき水

化学ハンドブックの改訂に係る状況が報告された。 
(10)  部会等運営委員会関連の報告事項 
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   塙委員（庶務担当）より、部会等運営委員会関連の報告事項として、プレス

リリースの活用及び国際会議等参加に係る若手への渡航費支援に係る留意事項

が説明された。 
(11) 2019 春の年会、2019 秋の大会及び AWC2019 における講演賞の採点状況、奨

励賞の申込み状況について 
   担当委員より、資料に基づき講演賞の採点状況、奨励賞の申込み状況及び審

査スケジュールが報告された。 
(12) シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動研究専門委員会について 
   高木副部会長より、資料に基づき同専門委員会の活動状況について報告がな

された。 
(13) その他 
     高木副部会長より、AWC2019 の報告及び NPC2018 報告書の紹介がなさ

れた。 
     渡邉部会長より、NPC2020 に関する情報が共有された。NPC2020 の参加

予定者の見込み数について、アブストラクト申込み締め切り後に塙委員が確認

することとした。 
 

以 上 


